
科目区分 科目番号 0705 曜日時間 １～２月

授業科目

単位数 時間 ９０　時間 開講時期 2年次後期 授業形態 臨地実習

担当教員

授業目的

中核

日 授業方法 時間 担当 備考

事前
課題

評価計画
方法

テキスト
参考図書

実務歴
有

講義への
反映

備　考

地域で暮らす高齢者のＱＯＬと支援

専門分野Ⅱ

老年看護学実習Ⅰ

２　単位

地域で生活する高齢者について理解し、高齢者のQOLを考えた援助と看護師の役割を理解する。

老年期の生活の理解

・生活史の理解と信念・信条・生き方・価値観の尊重

生理的変化と生活調整の方法の理解

加齢による生理的変化についての学習

臨地実習の援助を総合的に評価表で評価

既習したすべてのテキスト

社会資源の活用方法と看護師の役割の理解

12
日
間

授業目標

１．介護老人保健施設を利用している高齢者を通して、対象であるその人と家族を理解する。
２．生理的変化がその人により異なることを理解し、生活調整の方法を学ぶ。
３．その人のもてる力を引き出す援助方法を理解する。
４．その人の生活史を理解し、信念・信条・生き方・価値観を尊重した行動をとる。
５．社会資源の活用方法を知り、保健医療福祉チームにおける看護の役割を理解する。

授
業
の
内
容
と
方
法

授業内容

オリエンテーション
・臨地実習における留意点
・記録指導 ・技術指導

講義
演習

(8)
事前学習も
含めて問題
意識をもつ

・カンファレンスへの参加

・高齢者の個別性の理解

もてる力を引き出す援助方法の理解

・残存機能の維持と向上、もてる能力の理解
・生活活性化レクリエーション

高齢者の生活史の理解と尊厳の理解

・信念、信条、生き方、価値観の尊重

対象の生活の場である施設の理解

臨
地
実
習

90

看護の対象の理解(高齢者とその家族)

・高齢者の特徴を踏まえたコミュニケーション


